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　245 ．子 宮頸 癌患者 に おける病態生 理 学的検索

　　　　　 （国立 埼玉 病院）村 田　高 明，亀 井　　清

　　　　　　　　　　　　　渡辺　　茂， 吉村　泰典

　担癌患者の 病態を知 る上 で 局所 々 見 の 他 に 全身的病態

を把 握 する こ と は予 後 の 判 定や 適切 な治療 へ の 資料 とな

る こ とか ら臨床上重要な意義をもつ も の と 考え られ ま

す，

　私共 は 49年 1 月か ら本年 3 月迄 の 約 4 年間 の 頸 癌患者

45名 （内 0 期10名，1 期 9名，皿期 4名，皿期 7名，IV

期 15名）の 経過観察に よ る 病態生 理 学的検討を行 い ，血

沈 ，
血 色素，白血 球数，リン パ 球数，T 及 び B 細胞数，

総血清蛋白量，AIG 比，血 清蛋白分画 ， 血清蛋 白成分 々

析 ，
GOT ，　GPT ，　ALP ，

1．DH
， 夫々 の ア イ ソ ザイ ム，

CRP ，　AFP ，　DNCB ，
　PPD

，
　PHA

，
　FDP 更 に 石川 の 皮電

図を加 え検索を行つ た．

　そ の 結果，血 沈 は悪性度に 相関 し促進 し， 貧血度を増

し
，

Tf の 減少， リ ン パ 球数 の 減少，　 T 細胞 数及 び 比 率

の 低下 は予後不良 で あつ た．血 清蛋白で は総蛋自量 は 低

下 し，蛋 白分 画 で は末期 に は Alb の 低 下 ，
α
一
glb の 増加

が み られ，そ の パ ターン は APR 型か ら蛋白不 足型 へ の

移行が 認 め られ た．IgG は 正常域内に あ り，　 IgA は 増

加 傾向 して 居 り， 蛋 白成分分 析 で は AT ，　Hb ，　Cp ，α 2M

は 進行度に 従い 増加 して 居 り，末期状態で は こ れ 等 に

C ， の 増加が み られ た．血清酵素で は末期に，ALP5 及び

LD 正｛ の M 型 の 傾向も 認 め ら れ た，遅延型皮膚反応 の

DNCB
，
　PPD

，
　PHA は 病状悪化 と共 に 陰性化 し，　 CRP は

陽性化 し，胎児性蛋白の CEA で は 増加傾向を示 し た が，

AFP で は 陰性 で あ つ た．凝固線溶系 の FDP に つ い て

は 進行癌に 増量が認 め られ た．

　 石 川 の 皮電図 で は 1期 で は腰兪，不容，天枢，大横，

衝門 ，
皿期で は 更 に 関元兪 ， 中胱陽関 ， 中極 ， 関元 ，

IV

期 で は更 に 中膠，次膠 に相当す る部位 に 異常皮電点を認

め た．

　以 上 ， 生 化学的 ， 免疫学的 ， 生理学的検索に よ つ て
，

頸癌患者につ い て の 経過 と予後につ い て検討 し ， 上 記 の

検索項 目の 組合 せ に よ つ て 予後推測 が 可能 で あ る こ とを

証 した．

　質問　　　　　　　　　　　（山 口大）荒牧 昭 次郎

　 抄録 で は B 細胞 比 増大 となつ て い る が，講演 で は B 細

胞数 とな つ て い る．ど ち らが 正 し い の か ？

nuil −cell の 割合 は増加 した よ うな 事 は な か つ た か．

　回 答　　　　　　　 （国立埼玉病院）村田　高明

　B 細胞数が悪性度 と相関 して い る と思 わ れ る。

　質問 　　　　　　　　　　（東京医大）秋谷　　清

　（1） LDH ア イ ソザ イ ム が M 型 傾向 を 示 す と 云 うこ と

で あ る が，
こ れ はM 型 が優位 と云 うこ とか，ま た は増加

して い る と云 う意味か．

　（2） β一glucuronidase に つ い て 活性値は ど うか．

　回答　　　　　　　　（国立埼玉 病院）村田　高明

　1．DH の アイ ソザイ ム で V 型が認 め られ た症例が，更

に LDHa の 増量が 認 め られ る こ と か らM 型 の 傾向 と し

た．

　β
一gluconidase に つ い て は検索を行 つ て い な い ．

　質 問　　　　　　　　 （千葉市 立 病院）加藤　喜市

　我々 の 経験 で は 早期癌で 治療後再発 の 所見が 認 め られ

な い に もか か わ らず CEA の み 異常高値 をとる ケ
ー

ス が

時々 あ る が，か か る場合 は，どの よ うに 解釈 し，対 処 す

るか．

　回答　　　　　　　　 （国立埼玉病院）村田　高明

　 1期 で の CEA は高 くて も2．5ng 以 下 で あ P治療 に よ

り低値を示 し た．

　246．子 宮頸部 扁 平 上 皮癌関連抗原の ラ ジオイ ム ノ ア

ツ セ イ とそ の 臨床応用

　　　　　　　　 （山 口 大）加藤 紘 ， 森岡 均

　　　　　　　　　　　　　宮内　文 久，鳥越　　正

　最近 数種 の 悪性腫瘍 に お い て，血 中の 腫瘍関連抗原 量

を追跡 し，もつ て 病状 の 変化を把握し よ うとの 試み が さ

れ て い る．し か し抗原測定法 の 実用性 ま た は 腫瘍特異

性 の 点 で 未 だ 問題点 が多い ．我 々 は子 宮頸部の 扁平 上

皮癌 （SCC ）の 関連抗原 （（TA −4） の RIA を 行つ て お

り，
TA −4 が SCC 患者 の 血 中 に 特異的 に 出現す る こ と を

報告 して きた （Cancer ， 40 ： 1621 ，1977）．今回 は 血中

TA −4 値 と臨床症状 と の 相関性 につ い て 報告す る ．

　方 法 ； 対 象 と した 症 例 は ， 子 宮頸 部 SCC 　105例 ， 子

宮以外の SCC 　21例，　 SCC 以外 の 対照群210例で あ り，

血中 TA −4値 は RIA に て 測定 した．特 に 血 中 TA −4値

が高値 で あつ た 23例 に つ い て は 経 目的 に 血 中抗原量 を測

定 し，臨床所見 の 推移 と比較検討 し た．

　成績 ：TA ・4 の RIA に お け る感度 は 5ng！ml で あ り，

こ れ 以 上 の 血 中濃度 を示 す 場合 を陽 性 と し た，疾患別 の
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